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The reaction of 4,4'-diphenylene diboronic acid with [Au2Cl2(Cy2PCH2PCy2)] produced the 

triangular hexagold(I) complex, [Au2(C6H4)2(Cy2PCH2PCy2)]3, which was isolated in 77% 
yield. The oxidative chlorination of Au complex occurs upon the addition of PhICl2, which 
afforded [6]CPP in 76% isolated yield (total 59% yield). Detailed procedure, reaction 
mechanism, and substrate applicability will be mentioned in the presentation.  
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n 個のベンゼン環がパラ位で連結した大環状有機化合物である[n]シクロパラフェ

ニレン（[n]CPP）は，歪んだ π 共役系に基づく特異な光物性・電気化学的性質を有し

ていることから注目を集めている化合物群である．これまでに歪みの少ない多角形状

の環状分子を経由することで，5 から 18 個のベンゼン環から成る CPP の合成が達成

されている[1]．一方，最近我々は三角形状の構造を有する大環状六核金(I)-ビフェニレ

ン錯体を経由した[6]CPP の新規合成法の開発に成功した[2]．具体的には，4,4'-ビフェ

ニレンビスボロン酸と二核金錯体[Au2Cl2(Cy2PCH2PCy2)]を塩基性条件下，1:1 のモル

比で反応させたところ，大環状六核金錯体[Au2(C6H4)2(Cy2PCH2PCy2)]3が選択的に生成

した．この錯体に対して 3 倍モル量の PhICl2を作用させたところ，アリール配位子の

C-C 結合形成を伴う還元的脱離が進行し，[6]CPP が生成した（2 段階の総収率 59%）． 
本手法は，従来の合成手

法と比較して短工程かつ高

収率で[6]CPP を得ること

ができ，さらに二核金錯体

はリサイクルすることが出

来るため，コスト・環境面

でも有用な合成法である． 
発表では，本手法の詳細

な合成手順，反応メカニズ

ム，さらに基質適用性に関して包括的に述べる． 
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